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1．目的

　これ まで 拡散型霧箱は、放射線の飛跡を可視化

する教材 として多くの 改良が重ね られ てきた 。 現

在学校教育におい て使用 されて い る簡易霧箱は、

霧箱内部に 温 度勾配 を設 け る た め に液体窒素

（
− 196℃）や ドライアイ ス （

− 79℃）を用い る 1・2）
。 し

か し、 ドライ ア イ ス や液体窒素は確実に低温 を保

持で きる反面長期間の保存や再利用が で きない 。

　本研究で は ドライアイ ス 等を使用しない 霧箱の

開発 を目指 し、保冷剤を用い た霧箱を開発 した。

2．コ
ー

ル ドプレー トと霧箱

　今回開発 した霧箱では、融点が
一18℃の 保冷剤

（ラ ッ ク ス トン フ ロ ーズ ン シー トー18℃ 3））を用

い て冷却装置を作製 し、霧箱の 内部を直接冷却 し

た 。 こ の 冷却装置を 「コ
ー

ル ドプ レ
ー

ト」と呼ぶ 。

図 1 コ ール ドプ レー ト　 図 2 霧箱の構造

　 図 1に示 す コ ー
ル ドプ レー

トは 、放熱フ ィ ン の

周 りにア ル ミニ ウム テ ープを巻 き、保冷剤を流し

込み上部をアル ミニ ウム テ
ープで閉じた もの であ

る。家庭用 の 冷凍庫で冷凍で き、
− 18℃ を保 つ こ

とが で きる。

3．コ
ー

ル ドプレ
ー

トを用いた霧箱の開発

　霧箱の 本体には、図 2 の よ うに 2 つ の プラ ス チ

ッ クカ ッ プ の 底同士 をつ なぎ合わせ たもの を使用

した。下側が観察槽で あ る。上部にお湯を入れ る

こ とで 、 観察槽の 上端にあ るフ ェ ル トに しみ こ ま

せ たエ タノール が蒸発 し霧箱内に拡散、底部付近

で過飽和状態を作 り出すこ とができる。本霧箱を

用 い て 平均 20 分以上、図 3 の よ うな α 線の飛跡

を確認す る こ とが で きた 。

　　　　　 図 3 観察され た飛跡

4，簡易 コ
ー

ル ドプレ
ー

ト

　ア ル ミ製の ケース （TAKACHI 　 MX4 −13・15BB ）

を用 い て、保冷剤を開封せずに作製可能な簡易 コ

ー
ル ドプ レ

ー トを開発 した。簡易 コ
ー

ル ドプ レ
ー

トを用 い た実験の 様子を図 4 に示す。作製にか か

る時間が短縮で きるため、授業に使用する場合も

準備が容易で ある。− 18℃ を保 つ こ との できる時

間は コ
ー

ル ドプ レ
ー

トほ どで は な い が、簡易 コ
ー

ル ドプ レ
ー

トを用 い た霧箱で も明瞭な飛跡を確認

　　　図 4　簡易 コ
ール ドプ レー トと霧箱

5．まとめ

　 コ
ー

ル ドプ レ
ー

トを用 い て手軽に α 線の 飛跡を

観察で きる霧箱を作製するこ とが で きた 。 本研究

で開発 された コ ール ドプ レー
トは冷却装置として

有用で あり、他の 理科実験 へ の応用 も考え られる。
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